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◇本時のねらい（３／７）

◇評価規準

小学校第６学年
単元名“Let's think about our food."
◇単元の目標（一部）

オリジナルハンバーガーを説明する際
に必要となる語句や表現等について理解
し、それらを用いてコミュニケーション
を図ることができる。［知識及び技能］

◇単元の主な学習活動（全７時間）

【第１～３時】

〇食材を表す英語を理解し、オリジナル

ハンバーガーの食材の産地についてや

り取りを行う。

【第４～５時】

〇オリジナルハンバーガーの食材の栄養

素や特徴、こだわり等について伝え、

聞いた内容について質問をする。

【第６～７時】

○絵やプレゼンテーションソフト等、提

示方法を選択し、オリジナルハンバー

ガーを紹介し合う。

単元における個別最適な学びと協働的な学びの具体化

指導の個別化

学習状況に応じて重点的に取り組むこ
とを決め、デジタル教科書や補助教材等
の教材及び学習方法を選択してコミュニ
ケーションに必要な表現を学習する。

学習の個性化

興味・関心に応じて、オリジナルハン
バーガーの食材や特徴等の魅力を考え、
既習の表現を使用して紹介文の内容を深
める。

言語活動において、各自で学習した表
現を活用する中で、互いのよい点を参考
にしながら、英語使用の正確さや表現内
容の適切さを向上させる。

オリジナルハンバーガーの魅力を伝えるために、食材の産地

について伝えたり、質問したりすることができる。
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◇学習状況に応じて学習の重
点と方法を考える場面

・ペアで食材の産地について
「やり取り①」を行う。

・児童一人一人が、「やり取
り①」を通して、自己の学
習状況を知り、学習の重点
と学習方法について考え、
学習支援ソフトのシートに
入力する。

◇学習の重点に基づいて個別
に学習する場面

・各自で教材（デジタル教科
書や補助教材等）や学習形
態（個人で、友達と、又は
ＡＬＴと等）を主体的に選
択し、コミュニケーション
に必要な表現の学習に取り
組む。

【異なる教材や形態等で
学習に取り組む様子】

◇言語活動を通して表現を活
用しながら習得する場面

・ペアで食材の産地について
「やり取り②」を行う。

・友達の対話のよい点や教師
のフィードバックを参考に
して、表現の改善を図る。

＜個別最適な学び＞
・児童が異なる方法等で
学習を進めることがで
きるように、１人１台
端末の使用を含めて、
学習方法や教材等の柔
軟な提供や設定を行い
ます。 ＩＣＴ➍

・児童一人一人の活動を
丁寧に見取り、児童の
学習状況に応じて、他
の教材も使ってみるこ
とを勧めたり、英語で
表現したい内容の言い
方や発音を指導したり
します。 ➌

＜協働的な学び＞
・個別に学習した表現を
用いて、再度、言語活
動に取り組ませること
で、それらの表現を正
確に使用できるように
します。 ➌

・中間評価の場面を設け
るなどして、児童同士
の対話のよい例を全体
で共有したり、必要に
応じてフィードバック
を行ったりします。➌

＜個別最適な学び＞
・ＩＣＴ機器を使用して
各自の学習の重点と学
習方法を全体で共有し
ます。その際、本時の
めあてに沿った学習の
重点を紹介するなどし
て、学習の重点が本時
のめあてを達成するた
めに適切なものとなる
よう指導します。

ＩＣＴ➍

＜個別最適な学び＞

＜協働的な学び＞

オリジナルハンバーガーの食材の産地について、表現を正確
に用いてやり取りすることができる。【知識・技能】（観察）

外国語活動、外国語（英語）

言語活動を通して、コミュニケーションを図る資質・能力を育成する授業づくり

➊ 単元を通して育成を目指す資質・能力と、目標 ➌ 英語使用の正確さや表現内容の適切さに着目
を達成した児童生徒の姿を明確にし、言語活動を しながら学習状況を把握し、必要な指導を行う
単元の学習過程に適切に位置付けて指導と評価の とともに、改善に向けた方向性を示した上で再
計画を作成する。 度言語活動に取り組めるようにする。

➋ 言語活動を行う際は、児童生徒にコミュニケー ➍ 児童生徒が学習状況に応じて、ＡＬＴとやり
ションを行う目的や場面、状況等を意識させ、児 取りを行ったり、ＩＣＴを主体的に活用して情
童生徒自身が伝え合う内容や伝え方、使用する語 報や考えを発信・共有したりしながら学習に取
句や表現について思考・判断できるようにする。 り組めるようにする。

授業づくりのポイント ※数字は学習の例と対応

児童一人一人が自己の学習状況に応じて、「知識及び技能」の習得を目指す学習の例


